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式質問紙調査を実施 し、45名(40.9%)か ら有効回答を得た。質問紙の記述内容を分析 した結果、24名(53.3%)
が現在のキャリアに満足と回答 し、その理由には 【充実 した学び ・経験か ら得る充足感と向上心】、【専門性が発


























































































A大 学助産学同窓会に所属 している会員(助 産師養成
課程修了生および大学院博士前期 ・後期課程修了生(重
複者は除 く))110名 を対象とした。
3.デ ー タ 収 集 期 間












満足度とその理由、組織(同 窓会 ・大学 ・所属先)に 対
する希望であった。これ らのキャリア発達の項目につい
ては、自由記載にて回答を求めた。
5.デ ー タ 分 析
基 本 属 性 はIBM SPSS Statistics 23を 用 い て単 純 集
計 した 。 キ ャ リア発 達 に関 す る 自由 記 載 項 目 は、 記 述 内
容 を 出来事 ご とに意 味 内容 を変 え な い よ うに要約 して コー
ド化 し、 次 に この コ ー ドを 相 違 点 と共 通 点 につ いて 比 較
分 析 し、 カ テ ゴ リー化 を 行 った 。 分 析 結 果 は共 同 研 究 者












1.対 象 者 の 背 景
質 問 紙 の 有 効 回 答 は45名 、 回 収 率 は40.9%で あ った 。
対 象 者 の 属 性 を 表1、 実 務 経 験 年 数 と転 職 回 数 を 表2に
示 す 。 対 象 者 の 年 齢 は30代 が18名(40.0%)、 次 い で20
代 が15名(33.3%)、40代 が11名(24.4%)、50代 が1名
(2.2%)の 順 で あ った。 助 産 師 教 育 課 程 は、 短 期 大 学 専
攻 科 が13名(28.9%)、 四 年 制 大 学 が14名(31.1%)、 大
学 院 修 士 課 程14名(31.1%)、 そ の他(A大 学 以 外)4
名(8.9%)で あ った 。 平 均 経 験 年 数 は助 産 師7.7±5.5年
(43名)、 看 護 師3.1±3.1年(21名)、 保 健 師14.4±7.0年
(3名)で 、 合 計 は9.8±5.6年 で あ っ た。 現 在 、 就 業 し
て い る者 は42名(93.3%)で 、 就 業 場 所 は総 合 病 院 と大
学 病 院 が23名(54.8%)と 半 数 以 上 を 占 め、 次 い で 診 療
所 ・ク リニ ッ ク8名(19.0%)、 教 育 機 関7名(16.7%)
の 順 に 多 く、 助 産 所 は い な か っ た。 転 職 経 験 者 は23名
(51.1%)お り、 平 均 回 数 は2.2±1.6回 で、 最 小 が1回 、
最 大 が7回 で あ った 。 現 在 就 業 して い な い者3名(6.7
%)の 理 由 は結 婚 ・出 産 ・育 児 ・介 護 等 の ライ フイ ベ ン
トに よ る離 職 で あ り、 い ず れ も再 就 職 を 希 望 して お り、
す で に 就 業 予 定 先 が 決 定 して い る者 もい た 。
家 庭 環 境 で は、 対 象 者 の28名(62.2%)が 結 婚 して い
た 。 ま た、23名(52.3%)が 子 ど も を持 って お り、 子 ど
もの 数 は一 人 が12名(52.2%)と 多 く、 未 就 学 児 が い る
者 は17名(73.9%)で あ っ た。
表1対 象者の属性
表2対 象者の実務経験年数と転職回数
2.キ ャ リア に 対 す る 満 足 度 とそ の 理 由
現 在 の キ ャ リア に対 す る満 足 度 へ の 回 答 は、 「大 変 満
足 」 が4名(8.9%)、 「ど ち らか とい え ば満 足 」 が24名
(53.3%)、 「ど ち らか と いえ ば不 満 足 」 が14名(31.1%)、
「不 満 足 」 が3名(6.7%)で あ り、 自身 の キ ャ リア に つ
い て は満 足 して い る者 が 多 か った 。
満足 度 の理 由 の 自由記 載 に は35名 よ り回答 が得 られ た。
「大 変 満 足 」、 「ど ち らか とい え ば満 足 」 に回 答 した者 を
満 足 群 、 「不 満 足 」、 「どち らか と い え ば 不 満 足 」 に 回 答
した 者 を 不 満 足 群 と して 、 満 足 ・不 満 足 の 理 由 を 分 類 ・
整 理 した(表3)。 以 下 の本 文 で は、 カテ ゴ リーを 【 】、
サ ブカテ ゴ リーを 〈 〉と表 記 す る。
満 足 群 に 回 答 した 者 は16名 で あ り、 記 述 内 容 は28コ ー
ド、10サ ブ カテ ゴ リーか ら4カ テ ゴ リー 【充実 した学 び ・
経験 か ら得 る充 足 感 と向上心 】、 【専 門性 が 発揮 で き るキ ャ
リア を 活 か した仕 事 】、 【自分 の思 い 描 く キ ャ リア の 実
現】、 【ワ ー ク ・ライ フ ・バ ラ ンス の実 現】 が抽 出 され た。
満 足 の 理 由 と して は、 専 門 的 な 能 力 の 獲 得 、 キ ャ リア開
発 な どの 自己 成 長 感 や 自己 実 現 に関 す る カ テ ゴ リーが 抽
出 され た 。
また 、 不 満 足 群 に回 答 した 者 は14名 で あ り、 記 述 内 容
表3同 窓会員のキャリアに対する満足 ・不満足の理由
表4同 窓会に希望する内容
は20コ ー ド、9サ ブカ テ ゴ リーか ら3カ テ ゴ リー 【発 揮
で きな い 自己 の キ ャ リア】、 【不 十 分 な 知 識 や 経 験 と実 践
能 力】、 【更 な るキ ャ リア ア ップへ の志 向】 が抽 出 され た。
【発 揮 で きな い 自己 の キ ャ リア】、 【不 十 分 な 知 識 や 経 験
と実 践 能 力 】 は、 満 足 群 の 理 由 と相 反 す る カ テ ゴ リーで
あ った 。 さ らに 、 現 状 で は満 足 しきれ な い く助 産 師 と し
て の 可 能 性 の 追 求 〉、 〈ス キ ル ア ップ へ の 意 欲 〉等 か ら
な る 【更 な るキ ャ リア ア ップ へ の 志 向 】 が 抽 出 され た 。
そ の 他 、5名 の 自由 記 述 欄 に は 「満 足 で はあ るが 現 状
これ で よ い か わ か らな い 」、 「自信 を も って 満 足(と い え
るか)わ か らな い 」、 「今 後 の キ ャ リア形 成 へ の 不 安 が あ
















2)大 学(助 産学教育)に 希望する内容
大学(助 産学教育)に 希望する内容に回答 した者は
12名(26.7%)で あった。記述内容は、16コ ー ド、10
サブカテゴリーか ら3カ テゴリー 【卒業後のエンカレッ
ジ支援】、【現行教育内容の更なる充実】、【助産学教育
への提言】が抽出された(表5)。 大学に対する希望






な キ ャ リア コ ー スを 考 え られ る教 育 の 充 実 を 希 望 して
い た 。




(46.7%)で あった。記述内容 は、31コ ー ド、18サ ブ






















































や 夜 勤 な どの 勤 務 体 制 を 調 和 で きな い こ とが 看 護 職 員 の
潜 在 化 につ な が って い る21)との 指 摘 や 、 助 産 師 の キ ャ リ
アの 方 向 性 と して仕 事 と私 生 活 の両 立 を望 ん で い る6)と
の 報 告 か ら、 女 性 に と って ワ ー ク ・ラ イ フ ・バ ラ ンスを
保 つ こ と は職 業 を 継 続 す るた め の 重 要 な 要 因 とな る こ と
が 示 唆 され る。 さ らに、 結 婚 ・出 産 ・育 児 等 の ラ イ フ イ
ベ ン トが 発 生 す る時 期 は、20代 の 後 半 か ら30代 で 人 生 の
キ ャ リアの 確 立 ・発 展 期 に該 当 す るた め 、 ラ イ フ イベ ン
トに よ って 職 業上 の 自 己成長 を阻 む可 能 性 も危 惧 され る。
そ の た め 、20代 の 後 半 か ら30代 は ワ ー ク ・ラ イ フ ・バ ラ
ンスの 調 整 能 力 を 養 い、 個 々 の ラ イ フ ス タ イル に合 わ せ
て キ ャ リア発 達 が で き る よ う に、 組 織 は柔 軟 な 支 援 体 制
を 整 備 す る必 要 が あ る と考 え る。 一 方 で 、 出 産 や 育 児 と
い った ライ フイ ベ ン ト上 の 経 験 を 、 助 産 師 と して の 職 業
経 験 に活 か す こ との で き る強 み もあ る こ とを 後 押 しで き
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A study on career development support for midwives: 
    career satisfaction and hopes to organizations 
             on midwifery alumni 
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                                     Abstract 
   The present study aimed to clarify the career path of midwives, degrees of career satisfaction, and 
hopes of midwives for the future of organizations such as alumni associations, universities and medical 
centers, and to provide specific support to the members of a midwifery alumni association. We postal-
mailed an anonymous self-reporting questionnaire to members and effective responses were received 
from 45 (40.9%) alumni. The findings showed that 24 (53.3%) alumni were satisfied with their careers 
for the following four reasons given in free descriptions: "a sense of fulfilment and advancement from 
quality learning and experiences", "specialized work", "realization of an imagined career", and "realiza-
tion of work-life balance. The respondents hoped that the alumni association would, "present effective 
lectures and workshops", "strengthen connections among alumni", and "continue and develop alumni ac-
tivities". These findings suggest that the midwifery alumni association that comprises professionals 
who play active roles in various locations should assume a mediating role between clinical practice and 
further education to support midwives in developing their careers. 
Key Words: career development, career support, midwives, alumni association, questionnaire
